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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 3月 30日 (2005.3.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 酸 素 存 在 下 で ア ル デ ヒ ド と ア ル コ ー ル を 反 応 さ せ て カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル を 製 造 す る 際 に
用 い る に お い て 、 担 体 と し て
、 ジ ル コ ニ ウ ム 、 珪 素 、 ア ル ミ ニ ウ ム の ３ 元 素 を 必 須 と し 、 任 意 に マ グ ネ シ ウ ム を 含 め た
４ 元 素 を 含 有 す る 複 合 酸 化 物 体 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル の 製 造 用 触
媒 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 担 体 が 、 含 有 す る 各 元 素 を 酸 化 物 と し て の 重 量 濃 度 に 換 算 し て 、 ジ ル コ ニ ア を ３ ０ ～
９ ５ ｗ ｔ ％ 、 シ リ カ を ４ ～ ６ ９ ｗ ｔ ％ 、 ア ル ミ ナ を １ ～ ２ ０ ｗ ｔ ％ 、 マ グ ネ シ ア を １ ～ ２
０ ｗ ｔ ％ の 範 囲 内 に あ る も の を 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の カ ル ボ ン 酸 エ ス
テ ル の 製 造 用 触 媒 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 パ ラ ジ ウ ム 担 持 触 媒 が 、 鉛 を 鉛 ／ パ ラ ジ ウ ム 原 子 比 で ０ ． ２ ～ ３ の 担 持 組 成 比 の 範 囲
内 に 含 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル の 製 造 用 触
媒 。
【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　

パ ラ ジ ウ ム を 担 持 し て な る カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル の 製 造 用 触 媒

又 は

担 体 の 原 料 と し て （ ａ ） コ ロ イ ド 平 均 粒 子 径 ３ ～ ７ ０ ｎ ｍ の ジ ル コ ニ ア ゾ ル 、 （ ｂ ） コ
ロ イ ド 平 均 粒 子 径 ３ ～ ５ ０ ｎ ｍ の シ リ カ ゾ ル 、 （ ｃ ） ア ル ミ ナ ゾ ル あ る い は ア ル ミ ニ ウ ム
化 合 物 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル の
製 造 用 触 媒 。

原 料 を 混 合 し た ス ラ リ ー も し く は 任 意 に マ グ ネ シ ウ ム 化 合 物 を 加 え た 混 合 ス ラ リ ー を 噴
霧 乾 燥 お よ び 焼 成 す る こ と に よ り 球 状 担 体 を 製 造 し 、 更 に そ の 球 状 担 体 に パ ラ ジ ウ ム 単 独
も し く は パ ラ ジ ウ ム お よ び 鉛 を 液 相 中 で 吸 着 担 持 し 、 還 元 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １



【 請 求 項 ６ 】
　

【 請 求 項 ７ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 者 は 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 研 究 の 結 果 、 本 発 明 を な す に 至 っ
た 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 下 記 の 通 り で あ る 。
　 （ １ ） 酸 素 存 在 下 で ア ル デ ヒ ド と ア ル コ ー ル を 反 応 さ せ て カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル を 製 造 す
る 際 に 用 い る に お い て 、 担 体
と し て 、 ジ ル コ ニ ウ ム 、 珪 素 、 ア ル ミ ニ ウ ム の ３ 元 素 を 必 須 と し 、 任 意 に マ グ ネ シ ウ ム を
含 め た ４ 元 素 を 含 有 す る 複 合 酸 化 物 体 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル の 製
造 用 触 媒 。
　 （ ２ ） 該 担 体 が 、 含 有 す る 各 元 素 を 酸 化 物 と し て の 重 量 濃 度 に 換 算 し て 、 ジ ル コ ニ ア を
３ ０ ～ ９ ５ ｗ ｔ ％ 、 シ リ カ を ４ ～ ６ ９ ｗ ｔ ％ 、 ア ル ミ ナ を １ ～ ２ ０ ｗ ｔ ％ 、 マ グ ネ シ ア を
１ ～ ２ ０ ｗ ｔ ％ の 範 囲 内 に あ る も の を 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １ ） 記 載 の カ ル ボ
ン 酸 エ ス テ ル の 製 造 用 触 媒 。
　 （ ３ ） 該 パ ラ ジ ウ ム 担 持 触 媒 が 、 鉛 を 鉛 ／ パ ラ ジ ウ ム 原 子 比 で ０ ． ２ ～ ３ の 担 持 組 成 比
の 範 囲 内 に 含 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １ ） 、 （ ２ ） 記 載 の カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル
の 製 造 用 触 媒 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 （ ４ ）

　 （ ５ ）

　 （ ６ ）

　 （ ７ ）
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～ ４ の い ず れ か に 記 載 の カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル 製 造 用 触 媒 の 製 造 方 法 。

酸 素 存 在 下 で ア ル デ ヒ ド と ア ル コ ー ル を 反 応 さ せ て カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル を 製 造 す る 方 法
に お い て 、 触 媒 と し て 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 触 媒 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る カ
ル ボ ン 酸 エ ス テ ル の 製 造 方 法 。

カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル が メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の カ ル
ボ ン 酸 エ ス テ ル の 製 造 方 法 。

パ ラ ジ ウ ム を 担 持 し て な る カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル の 製 造 用 触 媒

担 体 の 原 料 と し て （ ａ ） コ ロ イ ド 平 均 粒 子 径 ３ ～ ７ ０ ｎ ｍ の ジ ル コ ニ ア ゾ ル 、 （
ｂ ） コ ロ イ ド 平 均 粒 子 径 ３ ～ ５ ０ ｎ ｍ の シ リ カ ゾ ル 、 （ ｃ ） ア ル ミ ナ ゾ ル あ る い は ア ル ミ
ニ ウ ム 化 合 物 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １ ） ～ （ ３ ） 記 載 の カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル の
製 造 用 触 媒 。

原 料 を 混 合 し た ス ラ リ ー も し く は 任 意 に マ グ ネ シ ウ ム 化 合 物 を 加 え た 混 合 ス ラ リ
ー を 噴 霧 乾 燥 お よ び 焼 成 す る こ と に よ り 球 状 担 体 を 製 造 し 、 更 に そ の 球 状 担 体 に パ ラ ジ ウ
ム 単 独 も し く は パ ラ ジ ウ ム お よ び 鉛 を 液 相 中 で 吸 着 担 持 し 、 還 元 す る こ と を 特 徴 と す る 前
記 （ １ ） ～ （ ４ ） 記 載 の カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル 製 造 用 触 媒 の 製 造 方 法 。

酸 素 存 在 下 で ア ル デ ヒ ド と ア ル コ ー ル を 反 応 さ せ て カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル を 製 造 す
る 方 法 に お い て 、 触 媒 と し て 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 触 媒 を 用 い る こ と を 特 徴 と
す る カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル の 製 造 方 法 。

カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル が メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載
の カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル の 製 造 方 法 。
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